
三

長
州
と
の
終
戦
交
渉
と
小
倉
藩
の
「
開
国
」

藩
主
忠
忱
の

肥
後
避
難

豊
千
代
丸
（
十
代
藩
主
忠
忱
）
と
故
忠
幹
の
夫
人
一
行

は
、
七
月
三
十
日
に
小
倉
か
ら
田
川
郡
香
春
の
御
茶
屋

に
避
難
し
た
。
肥
後
に
避
難
し
た
の
は
、
豊
千
代
丸
、
故
忠
幹
夫
人
、
姫

君
二
人
、
千
束
藩
主
故
小
笠
原
備
後
守
貞
謙
の
遺
児
、
故
小
笠
原
敬
次
郎

の
遺
児
を
中
心
に
、
奥
向
き
の
女
中
衆
老
女
三
人
・
中
老
三
人
・
お
側
四

人
・
そ
の
他
一
七
人
と
下
女
十
数
名
で
あ
っ
た
。
警
護
の
藩
士
は
、
家
老

表
５
―
４０

慶
応
二
年
の
百
姓
一
揆
の
動
向

郡

名

日

一

揆

の

あ

ら

ま

し

京

都

郡

一
日

（
マ
マ
）

藩
権
力
の
象
徴
で
あ
る
小
倉
城
の
自
焼
と
同
時
に
一
揆
が
勃
発
し
た
。「
刈
田
辺
よ
り
百
姓
一
揆
逢
起
」（
慶
応
二
丙
寅
『
仏
山
堂
日
記
』）
し
、
新
津
手
永
の
大

庄
屋
役
宅
を
打
ち
こ
わ
し
、
家
財
を
積
み
立
て
焼
き
払
う
。
久
保
七
右
衛
門
宅
、
末
松
安
右
衛
門
宅
、
黒
田
喜
左
衛
門
宅
も
焼
き
払
う
。
そ
れ
よ
り
、
行
事
村
（
現

行
橋
市
市
街
）
に
押
し
移
り
、
町
家
を
夥
し
く
打
ち
こ
わ
し
た
（『
仏
山
堂
日
記
』）。

二
日

一
揆
は
郡
中
一
円
に
な
る
。
行
事
村
正
八
幡
宮
に
集
合
し
、
村
の
水
帳
を
焼
き
払
う
べ
し
と
決
定
し
た
。
そ
し
て
延
永
健
右
衛
門
宅
を
打
ち
こ
わ
し
て
後
、
二
手

に
分
か
れ
た
。
一
手
は
役
宅
を
打
ち
こ
わ
し
な
が
ら
、
村
上
仏
山
の
居
村
の
稗
田
村
方
面
に
や
っ
て
き
た
。
貫
一
郎
方
は
金
子
五
〇
〇
両
ほ
ど
・
米
穀
を
出
し
て

難
を
の
が
れ
た
。
そ
し
て
、
上
田
川
原
に
集
合
し
て
評
議
。

も
う
一
手
は
、
既
に
、
久
保
新
町
に
押
し
寄
せ
、
箕
田
・
矢
山
方
面
に
向
か
お
う
と
し
た
。
そ
こ
で
、
郡
代
か
ら
派
遣
さ
れ
た
鎮
圧
隊
の
発
砲
に
よ
っ
て
、
散
々

に
な
っ
て
逃
げ
帰
っ
た
（『
仏
山
堂
日
記
』）。

上

毛

郡

二
日

二
日
よ
り
京
都
・
仲
津
・
築
城
・
上
毛
諸
郡
の
富
豪
及
び
庄
屋
の
宅
を
襲
い
、
乱
暴
狼
藉
を
極
め
た
（
「
築
上
郷
土
史
読
本
」『
福
岡
縣
史
料
叢
書
』
第
八
輯
所
収
）。

三
日

我
が
上
毛
郡
で
は
八
屋
村
清
兵
衛
が
首
魁
と
な
っ
て
一
揆
を
起
こ
し
た
。
清
兵
衛
は
、
八
屋
下
町
の
目
明
か
し
虎
蔵
の
所
に
出
入
り
し
て
い
る
無
頼
の
徒
で
、
小

倉
変
動
の
際
、
小
倉
に
お
っ
て
各
所
に
暴
動
が
起
こ
る
の
を
見
て
、
八
屋
に
帰
村
し
て
三
日
に
暴
動
を
起
こ
し
同
町
の
者
を
勧
誘
し
、
ま
ず
代
屋
と
い
う
酒
屋
を

荒
し
た
（
同
）。

四
日

宇
島
に
入
っ
て
、
万
屋
を
襲
い
、
酒
槽
を
打
ち
こ
わ
し
、
造
酒
四
〇
〇
石
を
流
し
捨
て
、
い
っ
た
ん
八
屋
賢
明
寺
に
集
合
（
同
）。

五
日

今
市
方
面
に
出
て
、
大
村
の
庄
屋
宅
を
荒
ら
し
、
そ
れ
よ
り
各
所
を
荒
し
回
っ
た
（
同
）。

一
揆
の
後
始
末

二
日

久
保
新
町
で
は
、
役
人
が
一
人
鉄
砲
で
打
ち
留
め
、
九
人
を
召
し
捕
り
、
そ
の
う
ち
、
三
人
は
す
ぐ
に
新
町
で
斬
罪
、
鉄
砲
で
殺
さ
れ
た
一
人
の
首
と
も
晒
さ
れ

た
（
一
つ
は
新
町
に
獄
門
、
三
つ
は
行
事
で
獄
門
、
外
の
五
人
は
香
春
に
引
っ
張
ら
れ
た
）。

四
日

沓
尾
村
（
京
都
郡
）
平
次
郎
は
斬
首
、
晒
し
も
の

五
日

夕
刻
、
郡
代
高
来
作
之
丞
が
兵
十
余
人
を
引
き
連
れ
、
発
砲
し
て
鎮
圧
し
た
の
で
一
揆
勢
は
逃
亡
し
た
（「
築
上
郷
土
史
読
本
」『
福
岡
縣
史
料
叢
書
』
第
八
輯
所

収
）。

一
三
日

八
屋
村
（
上
毛
郡
）
清
兵
衛
は
斬
首
、
晒
し
も
の

（『
仏
山
堂
日
記
』、『
築
上
郡
志
』、『
国
作
手
永
大
庄
屋
日
記
―
慶
応
二
年
』）
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小
笠
原
出
雲
・
生
駒
主
税
以
下
六
九
名
で
あ
り
、
総
勢
一
三
〇
人
前
後
と

推
定
さ
れ
て
い
る
。
豊
千
代
丸
一
行
は
次
の
よ
う
な
道
程
で
、
肥
後
に
赴

い
た
。八

月

一
日

採
銅
所
村
庄
屋

原
田
時
之
助
方
に
一
泊

二
日

伊
田
手
永
大
庄
屋

伊
田
健
助
方
で
昼
休
み

添
田
お
茶
屋

一
泊

三
日

真
崎
村
庄
屋

柳
武
甚
三
郎
方
に
一
泊

四
日

猪
膝
手
永
大
庄
屋

猪
膝
小
左
衛
門
方
に
宿
泊

そ
し
て
、
八
月
五
日
田
川
郡
猪
膝
を
出
て
筑
前
領
に
入
り
、
上
山
田
、

大
隈
、
千
手
を
経
て
八
丁
峠
を
越
え
秋
月
に
、
そ
れ
か
ら
筑
後
領
を
経
て

南
関
に
入
り
、
更
に
山
鹿
、
隈
府
、
旭
志
村
を
通
っ
て
大
津
に
達
し
、
七

泊
八
日
の
旅
の
後
、
よ
う
や
く
八
月
十
二
日
に
至
っ
て
阿
蘇
の
内
ノ
牧
に

到
着
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
国
境
の
南
関
で
は
、
そ
の
と
き
す
で
に
細
川

藩
の
老
職
溝
口
蔵
人
の
手
の
者
に
よ
っ
て
出
迎
え
を
受
け
た
（
以
上
、
友

石
孝
之
「
御
内
証
日
記
―
幼
君
豊
千
代
丸
一
行
の
肥
後
退
避
―
『
美
夜
古
文

化
』
第
二
集
）。

こ
の
と
き
、
御
宝
蔵
御
内
証
金
（
藩
庫
の
も
の
で
は
な
く
、
藩
主
一
家
の

家
政
費
）
を
持
参
し
て
い
る
（
表
５
―
４１
）。
こ
う
し
て
、
持
ち
出
さ
れ
た

宝
蔵
金
は
二
万
両
近
く
に
及
ん
で
い
る
。
こ
れ
を
当
時
の
通
用
し
て
い
た

金
と
細
川
藩
か
ら
振
替
（
両
替
）
し
て
も
ら
っ
て
、
総
計
五
万
六
〇
〇
〇

両
を
手
に
し
て
い
る
。
熊
本
滞
在
費
用
と
、
や
が
て
長
州
藩
と
の
「
止

戦
」（＝

終
戦
）
交
渉
の
難
航
に
よ
る
家
臣
・
従
類
の
肥
後
避
難
費
用
に

表５―４１ 小倉城炎上直前に持ち出された御宝蔵金

その経緯と処理方法

当時通用金で、肥後出立時に持ち出した当用金

この３枚を１５両に換算したとある。

御宝蔵金のうち、肥後表に立ち退きの節、５箱に
詰めて肥後内牧に持ち運んだ分

御小納戸御有金細川様江御預け、通用金に引替分

ただし、この大判並びに小判古金の類細川様江御
預け、相場を以て引替

大判、小判・古弐朱金などの引替と、その他通用
金を含む総額

（竹内文書「肥後表江御持越相成候御宝蔵金之内本末帳」『豊津藩歴史と風土』第４集から作成）

宝蔵金の形態

� ４０００両

大判 �ａ ５８枚

５両判 ３枚

小判 １万３２２両

古弐歩判 ２７０両

古弐朱金 １５３３両２朱

新弐朱判 １１６０両

 計 １万３３００両２朱

外ニ
大判 �ｂ ２５枚

! 古弐朱金 １０００両

大判（�ａ＋�ｂ） ８３枚

小判古弐歩、古弐朱金、新弐歩共
（�＋ ＋!） １万８３００両２朱

５万６７７８両２朱

引
替
高
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使
わ
れ
た
り
、
香
春
藩
庁
の
費
用
に
も
使
用
さ
れ
て
い
て
、
貴
重
な
非
常

時
に
お
け
る
財
源
と
な
っ
た
。

止
戦
交
渉
の
開
始
と

小
倉
藩
の
「
開
国
」
行
動

徳
川
慶
喜
は
将
軍
名
代
と
し
て
出
陣
す
る

こ
と
に
し
て
い
た
が
、
八
月
一
日
の
小
倉

城
の
落
城
の
知
ら
せ
を
聞
い
て
出
陣
を
中
止
し
た
。
十
四
代
将
軍
の
喪
を

理
由
に
休
戦
し
、
九
月
十
九
日
に
は
征
長
軍
の
撤
兵
を
命
じ
、
翌
年
正
月

に
解
兵
令
（
孝
明
天
皇
崩
御
を
理
由
に
し
て
）
が
出
さ
れ
た
。
こ
う
し
て
、

長
州
再
征
問
題
は
、
な
お
い
く
つ
か
の
小
問
題
を
残
し
は
し
た
が
、
一
応

決
着
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
小
倉
藩
で
は
幕
府
の
指
揮
官
不
在
の
ま
ま
、
小
倉
口
に
配

置
さ
れ
た
肥
後
軍
と
九
州
諸
藩
の
総
引
き
揚
げ
の
中
で
孤
立
し
た
小
倉

藩
・
新
田
藩
主
に
、
安
志
藩
の
み
が
撤
兵
し
な
い
長
州
藩
と
戦
い
を
強
い

ら
れ
て
い
た
。
つ
ま
り
、
八
月
か
ら
は
幕
長
戦
争
で
は
な
く
、
長
州
藩
と

小
倉
藩
と
の
「
私
戦
」
の
状
態
に
な
っ
た
。
そ
の
概
略
は
以
下
の
と
お
り

で
あ
る
。

八
月

十
日

家
老
小
宮
民
部
、
郡
境
狸
山
布
陣
の
た
め
、
京
都
郡
行
事
村
に
入
る
。

十
四
日

小
宮
民
部
狸
山
に
進
出
、
そ
の
付
近
一
帯
に
砲
塁
を
築
き
、
本
営
を

苅
田
雨
窪
に
定
め
る
。

十
七
日

狸
山
合
戦

二
十
九
日

島
村
志
津
摩
隊
、
高
坊
付
近
で
長
州
藩
兵
と
攻
防
戦

三
十
日

島
村
隊
、
小
倉
城
内
に
迫
る
。

九
月
十
六
日

長
州
軍
艦
、
上
毛
郡
宇
島
に
砲
撃
す
る
。

十
月

四
日

長
州
藩
、
石
見
口
よ
り
藩
兵
を
投
入
、
こ
の
た
め
島
村
隊
、
郡
境
金

辺
峠
に
撤
収
す
る
。

十
日

長
州
藩
兵
、
平
尾
台
に
現
れ
る
。

こ
う
し
て
企
救
郡
は
十
月
か
ら
長
州
藩
の
占
領
す
る
と
こ
ろ
と
な
っ

た
。こ

の
こ
ろ
か
ら
、
小
倉
藩
（
香
春
藩
）
は
和
平
交
渉
に
の
り
だ
し
た
。

当
時
太
宰
府
に
滞
在
し
て
い
た
肥
後
藩
士
と
薩
摩
藩
士
に
香
春
藩
仮
政
府

は
調
停
役
を
依
頼
し
た
。
両
藩
士
二
人
が
企
救
郡
に
在
陣
し
て
い
た
長
州

軍
先
鋒
隊
長
に
会
見
を
申
し
込
み
、
和
平
交
渉
の
糸
口
を
つ
か
ん
だ
。
そ

の
結
果
、
十
二
月
十
六
日
香
春
藩
は
使
節
団
を
結
成
し
、
下
関
に
派
遣
し

て
和
平
交
渉
を
始
め
た
。
正
使
は
小
笠
原
織
衛
、
副
使
は
生
駒
主
税
で

あ
っ
た
。
こ
の
交
渉
で
は
、
支
藩
千
束
藩
主
の
小
笠
原
近
江
守
（
貞
正
）

を
人
質
に
差
し
出
す
よ
う
に
要
求
さ
れ
た
の
で
決
裂
し
た
。
二
十
日
に
使

節
団
は
香
春
に
も
ど
っ
て
、
藩
政
府
に
交
渉
決
裂
を
報
告
し
た
。
そ
し

て
、
藩
政
府
は
藩
士
を
召
集
し
協
議
し
た
結
果
、「
開
国
」
を
決
定
し
た
。

こ
の
旨
を
長
州
藩
に
通
告
し
た
（
毛
利
家
文
庫
６６
―
４３
―
１０
―
７
「
慶
応
二

年
十
月

小
倉
藩
記
長
州
戦
争
始
末

七
」
山
口
県
立
文
書
館
）。
こ
う
し

て
、
藩
士
・
家
族
・
従
類
た
ち
は
諸
方
に
退
避
を
開
始
し
た
。

次
の
史
料
は
、
肥
後
藩
玉
名
郡
内
田
手
永
の
惣
庄
屋
木
下
助
之
の
日
記

（
玉
名
市
立
博
物
館
こ
こ
ろ
ピ
ア
資
料
集
成
第
四
集
『
木
下
助
之
日
記
"
』）

の
記
事
で
あ
る
。

小
倉
長
州
止
兵
之
約
破
れ
、
一
藩
之
老
幼
婦
女
子
、
御
国
ニ
落
来
御
扶
助
被
仰
付
、
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倉
長
止
兵
之
後
、
小
倉
之
幼
君
を
人
質
ニ
相
渡
候
様
難
題
申
懸
、
国
老
島
村
志
津
摩

以
下
、
渡
海
し
種
々
申
開
く
と
い
へ
と
も
承
引
不
致
故
、
又
々
小
倉
藩
士
戦
闘
之
及

用
意
、
一
藩
之
老
幼
婦
女
子
十
二
月
晦
日
よ
り
南
関
ニ
落
来
、
高
瀬
川
已
北
之
寺
院

町
在
家
江
被
閣
、
概
し
て
壱
万
人
と
申
事
ニ
而
、
坂
下
割
取
前
千
人
、
元
旦
よ
り
日
々

入
来
、
村
々
中
以
上
之
家
々
ニ
割
付
、
御
出
方
一
日
一
人
ニ
付
銭
拾
壱
匁
宛
被
渡
下
、

現
人
数
坂
下
ニ
六
百
人
程
、
惣
人
数
六
千
人
程
也

同
日
記
に
は
「
十
月

小
倉
長
州
休
兵
…
…
諸
家
小
倉
引
払
之
後
、
小

倉
之
残
兵
所
々
ニ
屯
集
し
長
州
と
小
せ
り
合
之
接
戦
折
々
有
之
内
、
幕
府

よ
り
之
扱
ニ
而
暫
双
方
戦
を
止
メ
、
木
部
峠
を
境
ニ
相
極
、
対
持
（
峙
）

之
由
」
と
あ
っ
て
、
木
部
峠
で
長
州
と
小
倉
の
両
藩
兵
が
対
峙
し
拮
抗
し

て
休
戦
状
態
に
あ
っ
た
こ
と
を
記
し
て
い
る
。
前
記
の
史
料
を
要
約
す
る

と
、
和
平
交
渉
に
臨
ん
だ
家
老
島
村
志
津
摩
ら
が
難
題
を
か
け
ら
れ
た
た

め
、
再
び
戦
闘
状
態
に
入
り
そ
う
だ
と
い
う
こ
と
で
、
多
く
の
人
々
が
南

関
に
避
難
し
て
き
た
と
記
し
て
い
る
。
こ
れ
は
前
述
の
「
開
国
」
決
定
に

よ
る
避
難
民
を
さ
し
て
い
る
。
そ
の
数
、
約
一
万
人
に
及
び
、
彼
ら
は
寺

院
や
町
家
に
身
を
寄
せ
て
い
る
。
坂
下
手
永
は
一
〇
〇
〇
人
を
引
き
受
け

る
よ
う
に
し
た
。
そ
の
世
話
と
し
て
一
日
一
一
匁
が
支
給
さ
れ
る
。
当

時
、
坂
下
手
永
に
居
住
し
て
い
る
小
倉
藩
の
人
々
は
六
〇
〇
人
ほ
ど
、
避

難
民
全
体
は
六
〇
〇
〇
人
に
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

和
平
交
渉
の
成
立

小
倉
藩
の
「
開
国
」
騒
動
は
、
長
州
藩
側
か
ら
譲

歩
を
引
き
出
し
た
。
正
月
十
六
日
の
新
地
林
寛
九

郎
宅
に
お
い
て
の
交
渉
で
は
、「
御
開
国
の
儀
相
成
り
候
段
仰
せ
聞
か
さ

れ
、
実
に
存
外
の
義
驚
き
入
り
…
略
…
決
し
て
人
質
と
申
義
に
は
及
び
申

さ
ず
」
と
軟
化
し
た
態
度
を
示
し
た
。

正
月
二
十
二
日
、
長
州
小
郡
の
茶
亭
に
て
最
終
の
交
渉
が
も
た
れ
た
。

正
使
は
生
駒
主
税
、
随
行
藩
士
は
保
高
直
衛
・
三
浦
治
右
衛
門
ら
で
あ
っ

た
。我

（
小
倉
藩
）

閣
老
暗
に
遁
走
、
御
住
所
相
尋
ね
候
得
ど
も
、
拝
謁
を
も
と
げ
ず
、
か
つ
諸
藩

も
不
意
の
陣
拂
に
て
、
終
に
孤
立
と
相
成
り
公
戦
の
末
私
戦
の
形
に
相
運
び
候
間
、

心
外
な
が
ら
郭
中
自
焼
、
田
川
郡
え
屯
集
罷
在
り
候
、
畢
竟
は
右
の
次
第
に
付
、

全
く
見
込
違
い
の
義
に
御
座
候

彼
（
長
州
藩
）

天
幕
（
天
朝
幕
府
）
御
再
命
に
て
御
出
兵
の
儀
、
頻
り
に
御
迫
り
御
座
候
は
ば
、

尊
藩
に
て
は
御
当
惑
の
義
と
存
じ
候

我

徳
川
家
は
従
来
の
恩
澤
も
有
之
儀
に
付
、
君
臣
の
儀
も
と
よ
り
相
守
り
、
書
面

に
も
相
認
め
候
通
り
、
条
理
相
立
た
ず
義
は
幾
重
に
も
諫
争
い
た
し
、
出
（
ま
ま
、致
）

兵
得
ず

心
得
に
御
座
候
、
そ
の
上
疲
弊
の
末
容
易
に
出
兵
な
ど
相
成
り
兼
候
段
は
御
賢
察

下
さ
る
べ
く
候

彼

尊
藩
金
辺
峠
・
狸
山
よ
り
内
、
企
救
郡
の
義
は
天
幕
御
処
置
振
根
極
見
通
し
相

付
き
候
迄
、
失
礼
な
が
ら
暫
く
御
預
か
り
も
う
し
度
、
た
だ
今
ま
ま（
兵
）

平
士
引
上
候
も
廉

無
之
に
付
き
、
こ
の
段
御
承
知
下
さ
れ
候
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我

御
咄
し
の
趣
、
一
々
御
尤
に
付
き
、
企
救
郡
だ
け
は
暫
く
御
預
け
申
し
候
、
よ

ろ
し
く
御
取
計
ら
い
下
さ
る
べ
く
候

丸
山
家
文
書
（
豊
津
町
歴
史
民
俗
資
料
館
蔵
）

こ
う
し
て
、
交
渉
の
次
第
は
長
州
の
小
田
村
素
太
郎
・
廣
澤
兵
助
と
小

倉
藩
士
生
駒
主
税
ら
の
再
会
談
に
お
い
て
、
毛
利
藩
主
・
重
役
ら
の
了
承

を
得
た
う
え
で
、「
覚
書
」
が
示
さ
れ
、
企
救
郡
一
円
を
長
州
藩
が
占
領

す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

正
月
二
十
三
日
、
幕
府
は
「
国
喪
」
に
つ
き
征
長
解
兵
令
を
出
し
た
。

そ
し
て
二
月
二
十
一
日
、
田
川
郡
今
任
村
在
陣
中
の
小
笠
原
幸
松
丸
（
安

志
藩
主
）
ら
は
解
兵
令
に
基
づ
き
陣
払
い
を
し
て
安
志
へ
引
き
取
っ
た
。

四

香
春
藩
の
成
立

藩
庁
の
設
置
と

改

革

政

治

慶
応
二
年
（
一
八
六
六
）
十
月
朔
日
、
採
銅
所
町
の

仮
政
府
を
香
春
町
に
移
し
た
。
同
地
の
御
茶
屋
を
藩

庁
と
し
て
、
藩
士
た
ち
に
以
前
の
よ
う
に
城
内
で
行
っ
て
い
た
政
務
を
担

当
す
る
よ
う
に
触
れ
出
さ
れ
た
。
慶
応
三
年
（
一
八
六
七
）
三
月
中
旬
に

は
、
熊
本
に
避
難
し
て
い
た
家
臣
の
帰
還
（
藩
主
一
族
側
近
は
そ
の
ま
ま

滞
在
）、
四
月
に
は
日
田
駐
屯
の
兵
も
香
春
に
帰
っ
て
き
た
の
で
、
ま
す

ま
す
困
窮
度
を
加
え
た
。

ま
た
、
前
年
の
十
二
月
か
ら
肥
後
藩
で
の
避
難
民
に
つ
い
て
、
前
述
の

『
木
下
助
之
日
記
（
一
）』
に
は
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。「
小
倉
藩
之

家
族
本
国
ニ
引
取
、
長
州
よ
り
度
々
小
倉
江
和
議
之
相
談
ニ
か
か
り
、
城

下
企
救
郡
一
郡
之
外
者
決
而
構
」
わ
ず
と
の
和
議
が
成
立
し
た
の
で
四
月

中
旬
に
急
ぎ
帰
国
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
間
、
避
難
民
の
賄
い
（
世

話
）
に
つ
い
て
二
月
ま
で
は
肥
後
藩
か
ら
出
費
し
、
三
月
か
ら
は
小
倉
藩

が
出
費
し
た
。
帰
国
す
る
避
難
民
は
、
小
倉
藩
領
の
農
家
に
割
り
当
て
自

炊
す
る
と
な
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
肥
後
藩
も
小
倉
藩
も
相
当
な
大
が
か

り
な
費
用
を
要
し
た
こ
と
が
分
か
る
。

こ
う
し
た
中
で
、
藩
制
の
整
備
が
実
行
さ
れ
た
。
三
月
十
八
日
、
香
春

お
茶
屋
に
仮
政
府
を
設
置
し
、
家
臣
の
居
住
も
定
め
て
香
春
藩
が
発
足
し

た
。
そ
し
て
、
四
月
に
は
征
長
戦
の
指
導
者
で
あ
っ
た
小
宮
民
部
が
そ
の

責
を
問
わ
れ
、
隠
居
・
謹
慎
が
命
じ
ら
れ
た
。
か
わ
っ
て
、
改
革
の
た
め

人
事
異
動
が
頻
繁
に
行
わ
れ
、
身
分
の
低
い
者
で
も
能
力
が
あ
れ
ば
登
用

さ
れ
る
道
が
開
か
れ
た
。

文
武
の
奨
励
も
行
う
べ
く
、
藩
校
思
永
館
の
再
興
も
香
春
の
光
願
寺
に

文
武
館
を
置
い
て
同
年
の
五
月
に
開
館
し
た
。
家
臣
の
分
散
移
住
も
あ
っ

て
、
支
館
も
確
保
さ
れ
た
（
本
庄
村
信
福
寺
・
田
原
村
連
側
寺
・
上
赤
村
正

福
寺
・
節
丸
村
阿
弥
陀
寺
・
別
府
村
法
蓮
寺
に
置
か
れ
た
）。

六
月
に
は
継
嗣
の
豊
千
代
丸
が
、
十
代
藩
主
小
笠
原
忠
忱
と
し
て
就
任

し
た
が
、
幼
少
の
た
め
後
見
役
と
し
て
新
田
藩
主
の
小
笠
原
貞
正
が
藩
政

を
統
括
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
小
倉
藩
は
藩
体
制
の
再
建

に
取
り
組
ん
で
い
っ
た
。

慶
応
三
年
十
月
、
小
倉
藩
（
香
春
藩
）
は
、
大
政
奉
還
後
に
朝
廷
か
ら
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